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（2）平成26年7月18日発行第389号 広 報 新 庄
　

７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
７
月

１
日
告
示
さ
れ
立
候
補
届
出
者
が

定
数
の
４
名
を
超
え
な
か
っ
た
た

め
投
票
は
行
わ
ず
、
７
月
７
日
の

選
挙
会
に
お
い
て
届
出
者
全
員
の

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

　
　
瀬
　
藤
　
宗
　
夫

   

　
清
　
川
　
秀
　
夫

   

　
石
　
藤
　
勝
　
美

   

　
方
　
川
　
　
　
進

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

平
成
26
年
７
月
１
日
、
教
育
委

員
と
し
て
田
中
寛
一
氏
が
新
庄
村

長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
30
年
６
月
30
日
ま
で
。

（
新
庄
村
教
育
委
員
会
）

　

６
月
22
日
（
日
）
、
倉
敷
市
内

の
「
ア
パ
ホ
テ
ル
倉
敷
駅
前
」
に

お
い
て
、
第
９
回
岡
山
新
庄
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
に
続
き
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
金
盛

秀
禎
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
26
年
度
の
活
動

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
新
庄
村

が
県
南
で
実
施
す
る
餅
つ
き
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
加
協
力
、
そ
し
て

新
規
会
員
の
募
集
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
あ
り
、
参
加
可
能
な
方

の
紹
介
に
つ
い
て
村
側
へ
も
協
力

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
山
新
庄
会
の
活
動
に
参
加
可

能
な
方
、
又
、
紹
介
い
た
だ
け
る

方
は
役
場
総
務
企
画
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
８
６
７（
５
６
）２
６
２
７

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

７
月
は
【
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
】
で
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

最
近
の
犯
罪
情
勢
を
見
る
と
、

検
挙
人
数
に
占
め
る
再
犯
者
の
比

率
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
再
犯
防

止
対
策
の
推
進
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、

１
日
に
は
新
庄
村
役
場
に
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
真
庭
地
区
推
進

委
員
会
の
方
が
巡
回
宣
伝
活
動
で

来
庁
さ
れ
、
笹
野
村
長
へ
総
務
大

臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
を
行

い
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
は
多
く
の

人
た
ち
の
願
い
で
す
。
社
会
復
帰

に
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
者
が
再

び
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、

地
域
の
中
に
適
切
な
生
活
基
盤
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
れ

に
は
地
域
住
民
の
積
極
的
な
参
加

が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
に
か
か
わ
る
関
係
機
関
・

団
体
等
の
組
織
を
超
え
た
地
域
住

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（

住
民
福
祉
課　

酒
井
）

　

６
月
23
日
（
月
）
、
「
新
庄
村

有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
開
所
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
庄
村
で
活
躍
し
て
く

れ
る
有
機
農
業
者
を
育
成
す
る
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

①
今
後
の
農
業
者
の
引
退
に
対
応

し
て
、
若
い
農
業
後
継
者
を
補

充
し
て
い
く
。

②
高
品
質
、
多
収
穫
の
有
機
農
業

で
儲
か
る
地
域
産
業
に
進
化
さ

せ
て
い
く
。   

③
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
求
め

る
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
有

機
農
産
物
を
供
給
す
る
。

　

今
後
は
年
間
コ
ー
ス
・
お
試
し

コ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
研
修
生
を

募
集
し
、
８
月
に
開
校
の
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
施
設
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
山
の
駅

を
「
新
庄
村
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
拠
点
施
設
と
し
て

活
用
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）
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任
期
満
了
に
と
も
な
う
新
庄
村

長
選
挙
及
び
新
庄
村
議
会
議
員
補

欠
選
挙
を
次
の
と
お
り
執
行
い
た

し
ま
す
。

◆ 

選
挙
期
日
の
告
示
日

　

８
月
19
日（
火
）

◆ 

選
挙
期
日

　

８
月
24
日（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　

新
庄
村
公
民
館

◆ 

開
票
開
始
日
時

　

８
月
24
日（
日
）

　

午
後
６
時
30
分

　

創
生
セ
ン
タ
ー
３
階

◆ 

期
日
前
投
票

　

８
月
20
日（
水
）〜

　
　
　

８
月
23
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

役
場
１
階
期
日
前
投
票
所

◆ 

不
在
者
投
票
受
付

　

８
月
19
日（
火
）〜

　
　
　

８
月
23
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

（特別村民制度運営協議会）

今年も新庄村特別村民制度夏のふるさと小包を募集する時期となりました。
お中元に新庄村のふるさと小包を是非ご利用下さい。
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昭和５９年４月２日以降に生まれ、保育士の
免許を持つ人か、来年３月末までに免許取得
見込みの人

農
業
委
員
会

　

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

新
庄
村
有
機
農
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
式

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

岡
山
新
庄
会
総
会
開
催

第
９
回

第
64
回

新庄村職員採用試験

村
長
・
村
議

補
欠
選
挙
に

つ
い
て

村
長
・
村
議

補
欠
選
挙
に

つ
い
て

村
長
・
村
議

補
欠
選
挙
に

つ
い
て



夏のふるさと小包募集夏のふるさと小包募集

（2）平成26年7月18日発行第389号 広 報 新 庄
　

７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
７
月

１
日
告
示
さ
れ
立
候
補
届
出
者
が

定
数
の
４
名
を
超
え
な
か
っ
た
た

め
投
票
は
行
わ
ず
、
７
月
７
日
の

選
挙
会
に
お
い
て
届
出
者
全
員
の

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

　
　
瀬
　
藤
　
宗
　
夫

   

　
清
　
川
　
秀
　
夫

   

　
石
　
藤
　
勝
　
美

   

　
方
　
川
　
　
　
進

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

平
成
26
年
７
月
１
日
、
教
育
委

員
と
し
て
田
中
寛
一
氏
が
新
庄
村

長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
30
年
６
月
30
日
ま
で
。

（
新
庄
村
教
育
委
員
会
）

　

６
月
22
日
（
日
）
、
倉
敷
市
内

の
「
ア
パ
ホ
テ
ル
倉
敷
駅
前
」
に

お
い
て
、
第
９
回
岡
山
新
庄
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
に
続
き
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
金
盛

秀
禎
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
26
年
度
の
活
動

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
新
庄
村

が
県
南
で
実
施
す
る
餅
つ
き
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
加
協
力
、
そ
し
て

新
規
会
員
の
募
集
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
あ
り
、
参
加
可
能
な
方

の
紹
介
に
つ
い
て
村
側
へ
も
協
力

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
山
新
庄
会
の
活
動
に
参
加
可

能
な
方
、
又
、
紹
介
い
た
だ
け
る

方
は
役
場
総
務
企
画
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
８
６
７（
５
６
）２
６
２
７

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

７
月
は
【
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
】
で
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

最
近
の
犯
罪
情
勢
を
見
る
と
、

検
挙
人
数
に
占
め
る
再
犯
者
の
比

率
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
再
犯
防

止
対
策
の
推
進
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
の
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、

１
日
に
は
新
庄
村
役
場
に
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
真
庭
地
区
推
進

委
員
会
の
方
が
巡
回
宣
伝
活
動
で

来
庁
さ
れ
、
笹
野
村
長
へ
総
務
大

臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
を
行

い
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
は
多
く
の

人
た
ち
の
願
い
で
す
。
社
会
復
帰

に
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
者
が
再

び
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、

地
域
の
中
に
適
切
な
生
活
基
盤
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
れ

に
は
地
域
住
民
の
積
極
的
な
参
加

が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
に
か
か
わ
る
関
係
機
関
・

団
体
等
の
組
織
を
超
え
た
地
域
住

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（

住
民
福
祉
課　

酒
井
）

　

６
月
23
日
（
月
）
、
「
新
庄
村

有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
開
所
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
庄
村
で
活
躍
し
て
く

れ
る
有
機
農
業
者
を
育
成
す
る
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

①
今
後
の
農
業
者
の
引
退
に
対
応

し
て
、
若
い
農
業
後
継
者
を
補

充
し
て
い
く
。

②
高
品
質
、
多
収
穫
の
有
機
農
業

で
儲
か
る
地
域
産
業
に
進
化
さ

せ
て
い
く
。   

③
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
求
め

る
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
有

機
農
産
物
を
供
給
す
る
。

　

今
後
は
年
間
コ
ー
ス
・
お
試
し

コ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
研
修
生
を

募
集
し
、
８
月
に
開
校
の
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
施
設
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
山
の
駅

を
「
新
庄
村
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
拠
点
施
設
と
し
て

活
用
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

（3）平成26年7月18日発行 第389号広 報 新 庄
　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
新
庄
村

長
選
挙
及
び
新
庄
村
議
会
議
員
補

欠
選
挙
を
次
の
と
お
り
執
行
い
た

し
ま
す
。

◆ 

選
挙
期
日
の
告
示
日

　

８
月
19
日（
火
）

◆ 

選
挙
期
日

　

８
月
24
日（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　

新
庄
村
公
民
館

◆ 

開
票
開
始
日
時

　

８
月
24
日（
日
）

　

午
後
６
時
30
分

　

創
生
セ
ン
タ
ー
３
階

◆ 

期
日
前
投
票

　

８
月
20
日（
水
）〜

　
　
　

８
月
23
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

役
場
１
階
期
日
前
投
票
所

◆ 

不
在
者
投
票
受
付

　

８
月
19
日（
火
）〜

　
　
　

８
月
23
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

（特別村民制度運営協議会）

今年も新庄村特別村民制度夏のふるさと小包を募集する時期となりました。
お中元に新庄村のふるさと小包を是非ご利用下さい。
　
　

スイートコーン
干し椎茸
だんごの粉
もちもちひめっこけーき
やまぶきの佃煮
長寿らっきょ
黒豆なめ味噌
梅干し
健康茶
リンドウ
きな粉
かきもち
さるなし酢
広報紙（７月号）

３本
70g
４００ｇ
２５０ｇ
１２０ｇ
１２０ｇ
１００ｇ
１６０ｇ
５０ｇ
３本
１００ｇ
１２０ｇ
１００ml

■募集締切　７月31月（木）　　　　■発送日  　８月６月（水）

内
　
容

○試  験  日　　９月２１日（日）
○試験会場　　新庄村役場
○受付期間　　８月６日（水）～２７日（水）
○試験案内　　申込書の配布場所　　新庄村役場総務企画課

試験職種 採用予定人員 受験資格

保育士 １名
昭和５９年４月２日以降に生まれ、保育士の
免許を持つ人か、来年３月末までに免許取得
見込みの人

農
業
委
員
会

　

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

新
庄
村
有
機
農
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
式

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

岡
山
新
庄
会
総
会
開
催

第
９
回

第
64
回

新庄村職員採用試験

村
長
・
村
議

補
欠
選
挙
に

つ
い
て

村
長
・
村
議

補
欠
選
挙
に

つ
い
て

村
長
・
村
議

補
欠
選
挙
に

つ
い
て
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先
日
「
岡
山
県
食
中
毒
注
意
報
」
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
放
送
で
も
放
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
食

中
毒
対
策
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

今
一
度
、
食
中
毒
予
防
に
つ
い
て
の
意

識
を
高
め
て
下
さ
い
。

　

  

〈
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
〉

①
「
清
潔
」
（
菌
を
つ
け

な
い
）

・
調
理
前
、
食
事
前
、
ト

イ
レ
後
に
は
、
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
台
所
は
、
整
理
整
頓
し
、
常
に
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
ま
な
板
、
ふ
き
ん
等
の
調
理
器
具
は
、
十

分
に
洗
浄
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
き
肉
を
す
る
と
き
は
、
生
の
肉
を
つ
か

む
箸
と
食
べ
る
箸
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

・
食
肉
の
生
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
「
迅
速
・
冷
却
」
（
菌
を
増
や
さ
な
い
）

・
生
鮮
食
品
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。

・
調
理
し
た
物
は
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は
、
10
℃
以

下
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

（
生
食
用
鮮
魚
介
類
は
、
４
℃
以
下
で
保
存

す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
）

③
加
熱
（
菌
を
や
っ
つ
け
る
）

・
加
熱
し
て
食
べ
る
食
品
は
、
中
心
部
ま
で

十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

・
特
に
、
食
肉
は
中
心
の
色
が
完
全
に
変
わ

る
ま
で
十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

（
目
安
：
75
℃
１
分
間
以
上
）　

　

み
な
さ
ん
は
い
く
つ
実
践
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
？

　

す
べ
て
実
践
さ
れ
て
い
た
方
も
、
そ
う

で
な
い
方
も
食
中
毒
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
日
々

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

（
住
民
福
祉
課　

林
）

5月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
5月期 5月期 本年の累計本年の累計

真庭圏域内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

20

3

2

21

96

4

18

117

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

J-ALERT自動起動装置整備工事　
事業量　自動起動装置システム　一式 
事業費　8,820千円

林道潤谷線改良工事　
事業量　モルタル吹付Ｌ＝57.0ｍ　Ａ＝570.1㎡
事業費　5,000千円

林道田井二ツ橋線舗装工事　
事業量　Ｌ＝840.0ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
事業費　17,400千円

村道田浪線舗装工事　第2工区（堂ヶ原地内）
事業量　Ｌ＝160.0ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
事業費　8,295千円

村道田浪線舗装工事　第1工区（堂ヶ原地内）
事業量　Ｌ＝189.5ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
事業費　7,373千円

村道田浪線改良工事　繰越含む
事業量　Ｌ＝369.5ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
事業費　84,522千円

空き家改修工事（梨瀬 高田邸(写真右)・戸島　清水邸(写真左)）
事業量　建築改修工事一式　2戸　　事業費　8,026千円

平成２５年度  主  要  工  事

お
元
気
で
す
か
？

お
元
気
で
す
か
？

〜
食
中
毒
予
防
〜
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令
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ま
し
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。
村
内
放
送
で
も
放
送
さ

せ
て
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た
だ
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
食

中
毒
対
策
を
実
践
さ
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い
ま
す
か
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度
、
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中
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に
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て
の
意
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を
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下
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い
。
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食
中
毒
予
防
の
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「
清
潔
」
（
菌
を
つ
け

な
い
）

・
調
理
前
、
食
事
前
、
ト

イ
レ
後
に
は
、
手
を

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
台
所
は
、
整
理
整
頓
し
、
常
に
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
ま
な
板
、
ふ
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ん
等
の
調
理
器
具
は
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十
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に
洗
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消
毒
を
行
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ま
し
ょ
う
。

・
焼
き
肉
を
す
る
と
き
は
、
生
の
肉
を
つ
か

む
箸
と
食
べ
る
箸
を
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

・
食
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の
生
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は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
「
迅
速
・
冷
却
」
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菌
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い
）

・
生
鮮
食
品
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。

・
調
理
し
た
物
は
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
生
鮮
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は
、
10
℃
以

下
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

（
生
食
用
鮮
魚
介
類
は
、
４
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以
下
で
保
存

す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
）

③
加
熱
（
菌
を
や
っ
つ
け
る
）

・
加
熱
し
て
食
べ
る
食
品
は
、
中
心
部
ま
で

十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

・
特
に
、
食
肉
は
中
心
の
色
が
完
全
に
変
わ

る
ま
で
十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

（
目
安
：
75
℃
１
分
間
以
上
）　

　

み
な
さ
ん
は
い
く
つ
実
践
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
？

　

す
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て
実
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さ
れ
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い
た
方
も
、
そ
う

で
な
い
方
も
食
中
毒
は
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つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
意
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を
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、
日
々
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だ
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。
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J-ALERT自動起動装置整備工事　
事業量　自動起動装置システム　一式 
事業費　8,820千円

林道潤谷線改良工事　
事業量　モルタル吹付Ｌ＝57.0ｍ　Ａ＝570.1㎡
事業費　5,000千円

林道田井二ツ橋線舗装工事　
事業量　Ｌ＝840.0ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
事業費　17,400千円

村道田浪線舗装工事　第2工区（堂ヶ原地内）
事業量　Ｌ＝160.0ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
事業費　8,295千円

村道田浪線舗装工事　第1工区（堂ヶ原地内）
事業量　Ｌ＝189.5ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
事業費　7,373千円

村道田浪線改良工事　繰越含む
事業量　Ｌ＝369.5ｍ　Ｗ＝5.5（7.0）ｍ
事業費　84,522千円

空き家改修工事（梨瀬 高田邸(写真右)・戸島　清水邸(写真左)）
事業量　建築改修工事一式　2戸　　事業費　8,026千円
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元
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す
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元
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毒
予
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「日本で最も美しい村」でしか味わえない
　　　　　　2日間限りのプレミアムレストラン

2014  7.26（土）， 27（日）
日時：2014年7月26日(土)11:00～17:00
　　　2014年7月27日(日)11:00～16:00
会場：新庄村がいせん桜通り　ほか
問い合わせ先：クールオカヤマフェス運営事務局　℡ 086-235-3337
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ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携

活
動
推
進
協
議
会
総
会

自
然
観
察
会

　

６
月
８
日
（
日
）
毛
無
山
山
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

小
雨
の
中
約
３
０
０
人
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
ま
つ
り
は
早
朝
７
時
に
、
山

頂
で
の
仏
事
に
向
け
た
登
山
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
山
頂
へ
は
、
最
高

齢
の
新
家
文
市
さ
ん
（
82
）
を
は

じ
め
と
す
る
丸
山
大
師
講
信
者
の

方
々
、
田
浪
地
区
代
表
者
と
役
場

職
員
で
の
ぼ
り
、
お
酒
な
ど
を
お

供
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
外

の
方
が
登
山
を
さ
れ
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、麓
の
田
浪
園
地
で
は
午
前

10
時
か
ら
、ソ
ー
メ
ン
流
し
と
特
産

品
の
販
売
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策

会
が
催
さ
れ
、多
く
の
方
に
新
庄

村
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
護
摩
法
要
は
午
前
11
時
か

ら
、
ご
住
職
の
納
経
と
共
に
護
摩

が
焚
か
れ
、
夏
山
の
息
災
が
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
恒
例
の
コ
ー
ラ
ス

新
庄
の
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
夏

山
に
響
き
渡
り
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、毛
無
山
の
標
高
が
、観
測
の

方
法
が
変
更
さ
れ
１
２
１
９ｍ
に

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し

て
新
庄
村
伝
統
４
人
搗
き
ひ
め
の

も
ち
の
振
る
舞
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

丸
山
大
師
講
、
田
浪
地
区
ほ
か

関
係
者
の
方
に
は
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

  

食
な
ど
を
通
じ
、
中
山
間
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
「
ク
ー
ル
オ

カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス
２
０
１
４
」
の
開

催
を
前
に
、
食
材
を
提
供
販
売
す

る
新
庄
村
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
出

店
さ
れ
る
飲
食
店
の
皆
さ
ん
の

「
顔
合
わ
せ
会
」
を
６
月
11
日

（
水
）
ク
ロ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
本
社

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
農
家
の
皆
さ
ん
が
持

参
し
た
レ
タ
ス
・
小
松
菜
な
ど
の

野
菜
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
「
野

菜
本
来
の
味
を
感
じ
て
欲
し
い
」

と
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

受
け
、
調
理
な
ど
を
行
わ
ず
生
の

野
菜
の
試
食
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

顔
合
わ
せ
会
の
目
的
と
し
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ
れ
る
野
菜
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
他
、
新
庄
村
と
出
店

者
を
繋
ぎ
、
イ
ベ
ン
ト
後
も
取
引

の
あ
る
関
係
の
構
築
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。

　

料
理
店
の
方
々
に
新
庄
村
の
野

菜
を
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

「
ひ
め
の
も
ち
」
と
並
び
新
庄
村

を
支
え
る
特
産
品
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
食
文
化
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
を
目
指
す
活
動
の
一

環
と
し
て
、
実
り
の
あ
る
会
に
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
（
ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マフェス
実
行
委
員
会
）

　

６
月
20
日
（
金
）
「
第
19
回
花

き
生
産
組
合
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
監
査
報
告
、
次
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
案
、
役
員
選
出
な

ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
庭
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
の
池
田
班
長
か
ら
「
り
ん

ど
う
の
栽
培
管
理
」
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

今
年
も
７
月
24
日
（
木
）
に
、

恒
例
と
な
り
ま
し
た
県
知
事
へ
の

表
敬
訪
問
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

  

今
後
と
も
転
作
推
進
作
物
と
し

て
定
着
し
ま
す
よ
う
ご
理
解
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

６
月
25
日
（
水
）
、
新
庄
村
公

民
館
に
お
い
て
、
今
年
度
１
回
目

の
動
物
駆
逐
手
帳
保
安
講
習
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
更
新
者
63
名
、

新
規
者
４
名
、
村
外
７
名
の
方
が

受
講
し
ま
し
た
。

  

次
回
は
11
月
12
日
（
水
）
に
同

会
場
に
お
い
て
講
習
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

  

ま
た
村
で
は
、
新
庄
村
猟
友
会

に
よ
る
駆
除
活
動
、
防
護
柵
（
電

気
牧
柵
、
ネ
ッ
ト
、
ト
タ
ン
、
爆

音
器
な
ど
）
設
置
に
つ
い
て
半
額

助
成
、
山
林
と
農
地
の
境
の
竹
・

雑
木
の
処
理
、
サ
ル
追
払
い
花
火

の
無
償
配
布
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス

　
　
　
２
０
１
４

出
店
者・生
産
者
の

　
　
　
　

 

顔
合
わ
せ
会

動
物
駆
逐
手
帳

          

保
安
講
習
会

第
１９
回

  

花
き
生
産
組
合
総
会

特
産
品
開
発
研
究
会
総
会

岡
山
水
道
フ
ェ
ア

毛
無
山
山
ま
つ
り

い
ま
す
。
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

      　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

６
月
30
日
（
月
）
「
ア
ジ
ア
有

機
農
業
連
携
活
動
推
進
協
議
会
」

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
の
主
な
活
動
は
『
有
機

農
業
先
進
地
視
察
』
や
『
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
修
生
の
受
入
』
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ム
ダ
の
有
機

農
業
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
坂

本
賢
治
さ
ん
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

マ
リ
ノ
村
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
帰

国
後
は
、
公
民
館
に
て
『
活
動
報

告
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
例
年
行
っ

て
い
る
有
機
農
業
先
進
地
視
察
や

講
演
会
、
前
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
農
業
協
力
者
派
遣
、
有
機
農
場

の
開
設
支
援
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

総
会
の
後
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
研
修

生
の
ホ
セ
リ
ト
・
ア
ン
デ
ィ
ン
・

タ
ン
バ
ロ
さ
ん
と
テ
ィ
ル
ソ
・
ア

デ
ィ
ヴ
ァ
・
マ
ル
テ
ィ
レ
ツ
さ
ん

の
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
の
様
子
を
お
聞
き
し
た
り
、

農
業
に
関
す
る
意
見
を
交
わ
し
た

り
と
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
二
人

は
11
月
始
め
ま
で
村
内
で
農
業
の

勉
強
を
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
見

か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
声
を
か

け
、
交
流
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　

６
月
30
日
（
月
）
「
特
産
品
開

発
研
究
会
」
の
総
会
が
創
生
セ
ン

タ
ー
３
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
の
活
動
報
告
や
26
年
度

の
事
業
計
画
を
協
議
し
ま
し
た
。

前
年
度
の
主
な
活
動
は
、
特
別
村

民
制
度
「
ふ
る
さ
と
小
包
」
の
発

送
や
、
先
進
地
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
と
同
じ
く
視

察
研
修
や
特
別
村
民
制
度
「
ふ
る

さ
と
小
包
」
の
発
送
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

各
加
工
生
産
団
体
の
取
組
や
意

見
を
交
換
す
る
貴
重
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
活
性
の
一
端
を
担

う
加
工
品
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　

６
月
７
日
（
土
）
、
岡
山
市
水

道
局
主
催
の
「
お
か
や
ま
水
道
フ

ェ
ア
」
が
岡
山
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
、
新
庄
村
の
子
ど
も
達
や
そ
の

保
護
者
な
ど
37
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

岡
山
市
水
道
局
は
、
水
道
水
の

元
と
な
る
旭
川
の
水
源
を
守
る
た

め
に
、
上
流
で
あ
る
新
庄
村
で
、

平
成
13
年
度
か
ら
広
葉
樹
の
植
栽

や
天
然
林
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
度
の
フ
ェ
ア
へ
の
参

加
も
岡
山
市
水
道
局
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
新
庄
村
の
住
民
を
ご
招
待

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場

内
に
は
消
防
車
や
救
急
車
・
水
道

局
の
給
水
車
等
の
働
く
車
コ
ー
ナ

ー
、
水
道
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
て
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
後
、
岡
山
城
の
見
学
や
岡

山
市
三
野
浄
水
場
内
に
あ
る
「
岡

山
市
水
道
記
念
館
」
を
訪
れ
、
が

い
せ
ん
桜
と
同
い
年
と
な
る
岡
山

市
の
水
道
の
古
い
歴
史
の
紹
介
や
、

水
を
使
っ
た
実
験
な
ど
、
普
段
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
水
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
フ
ェ
ア
参
加
に
あ
た
り
、

岡
山
市
水
道
局
職
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

竹
本
）

　

６
月
29
日
（
日
）
、
新
庄
村
自

然
保
護
連
絡
協
議
会
主
催
、
公
民

館
共
催
の
自
然
観
察
会
を
島
根
県

に
て
行
い
ま
し
た
。

　

吉
田
町
で
は
、
た
た
ら
製
鉄
の

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
鉄
の

歴
史
博
物
館
」
と
、
実
際
に
鍛
冶

の
様
子
が
見
学
で
き
る
「
た
た
ら

鍛
冶
工
房
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

た
た
ら
と
い
う
と
、
新
庄
村
で

も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
製
法
や
自
然

と
の
関
係
な
ど
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
自
然
の
恩
恵
を
受

け
る
生
業
で
あ
り
な
が
ら
、
山
を

削
り
砂
鉄
を
採
る
そ
の
製
法
か
ら

は
、
当
時
の
人
々
の
葛
藤
ま
で
が

伝
わ
る
よ
う
で
し
た
。

　

続
い
て
松
江
市
の
「
田
和
山
の

森
」
を
「
里
山
を
育
て
る
会
」
の

方
に
ガ
イ
ド
し
て
頂
き
な
が
ら
散

策
し
ま
し
た
。
見
学
コ
ー
ス
の

様
々
な
個
所
に
地
元
小
学
校
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、
そ

の
土
地
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
里

山
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

新
庄
村
の
歴
史
も
自
然
も
そ
の

土
地
の
人
々
が
長
く
大
切
に
し
て

き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

今
と
次
世
代
を
結
ぶ
取
り
組
み
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
公
民
館　

平
中
）
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ア
ジ
ア
有
機
農
業
連
携

活
動
推
進
協
議
会
総
会

自
然
観
察
会

　

６
月
８
日
（
日
）
毛
無
山
山
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

小
雨
の
中
約
３
０
０
人
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
ま
つ
り
は
早
朝
７
時
に
、
山

頂
で
の
仏
事
に
向
け
た
登
山
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
山
頂
へ
は
、
最
高

齢
の
新
家
文
市
さ
ん
（
82
）
を
は

じ
め
と
す
る
丸
山
大
師
講
信
者
の

方
々
、
田
浪
地
区
代
表
者
と
役
場

職
員
で
の
ぼ
り
、
お
酒
な
ど
を
お

供
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
外

の
方
が
登
山
を
さ
れ
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、麓
の
田
浪
園
地
で
は
午
前

10
時
か
ら
、ソ
ー
メ
ン
流
し
と
特
産

品
の
販
売
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
散
策

会
が
催
さ
れ
、多
く
の
方
に
新
庄

村
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
護
摩
法
要
は
午
前
11
時
か

ら
、
ご
住
職
の
納
経
と
共
に
護
摩

が
焚
か
れ
、
夏
山
の
息
災
が
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
恒
例
の
コ
ー
ラ
ス

新
庄
の
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
夏

山
に
響
き
渡
り
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、毛
無
山
の
標
高
が
、観
測
の

方
法
が
変
更
さ
れ
１
２
１
９ｍ
に

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し

て
新
庄
村
伝
統
４
人
搗
き
ひ
め
の

も
ち
の
振
る
舞
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

丸
山
大
師
講
、
田
浪
地
区
ほ
か

関
係
者
の
方
に
は
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

柴
田
）

  

食
な
ど
を
通
じ
、
中
山
間
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
「
ク
ー
ル
オ

カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス
２
０
１
４
」
の
開

催
を
前
に
、
食
材
を
提
供
販
売
す

る
新
庄
村
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
出

店
さ
れ
る
飲
食
店
の
皆
さ
ん
の

「
顔
合
わ
せ
会
」
を
６
月
11
日

（
水
）
ク
ロ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
本
社

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
農
家
の
皆
さ
ん
が
持

参
し
た
レ
タ
ス
・
小
松
菜
な
ど
の

野
菜
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
「
野

菜
本
来
の
味
を
感
じ
て
欲
し
い
」

と
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

受
け
、
調
理
な
ど
を
行
わ
ず
生
の

野
菜
の
試
食
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

顔
合
わ
せ
会
の
目
的
と
し
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ
れ
る
野
菜
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
他
、
新
庄
村
と
出
店

者
を
繋
ぎ
、
イ
ベ
ン
ト
後
も
取
引

の
あ
る
関
係
の
構
築
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。

　

料
理
店
の
方
々
に
新
庄
村
の
野

菜
を
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

「
ひ
め
の
も
ち
」
と
並
び
新
庄
村

を
支
え
る
特
産
品
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
食
文
化
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
を
目
指
す
活
動
の
一

環
と
し
て
、
実
り
の
あ
る
会
に
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
（
ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マフェス
実
行
委
員
会
）

　

６
月
20
日
（
金
）
「
第
19
回
花

き
生
産
組
合
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
監
査
報
告
、
次
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
案
、
役
員
選
出
な

ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
庭
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
の
池
田
班
長
か
ら
「
り
ん

ど
う
の
栽
培
管
理
」
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

今
年
も
７
月
24
日
（
木
）
に
、

恒
例
と
な
り
ま
し
た
県
知
事
へ
の

表
敬
訪
問
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

  

今
後
と
も
転
作
推
進
作
物
と
し

て
定
着
し
ま
す
よ
う
ご
理
解
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

６
月
25
日
（
水
）
、
新
庄
村
公

民
館
に
お
い
て
、
今
年
度
１
回
目

の
動
物
駆
逐
手
帳
保
安
講
習
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
更
新
者
63
名
、

新
規
者
４
名
、
村
外
７
名
の
方
が

受
講
し
ま
し
た
。

  

次
回
は
11
月
12
日
（
水
）
に
同

会
場
に
お
い
て
講
習
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

  

ま
た
村
で
は
、
新
庄
村
猟
友
会

に
よ
る
駆
除
活
動
、
防
護
柵
（
電

気
牧
柵
、
ネ
ッ
ト
、
ト
タ
ン
、
爆

音
器
な
ど
）
設
置
に
つ
い
て
半
額

助
成
、
山
林
と
農
地
の
境
の
竹
・

雑
木
の
処
理
、
サ
ル
追
払
い
花
火

の
無
償
配
布
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ク
ー
ル
オ
カ
ヤ
マ
フ
ェ
ス

　
　
　
２
０
１
４

出
店
者・生
産
者
の

　
　
　
　

 

顔
合
わ
せ
会

動
物
駆
逐
手
帳

          

保
安
講
習
会

第
１９
回

  

花
き
生
産
組
合
総
会

特
産
品
開
発
研
究
会
総
会

岡
山
水
道
フ
ェ
ア

毛
無
山
山
ま
つ
り

い
ま
す
。
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

      　

（
産
業
建
設
課　

山
田
）

　

６
月
30
日
（
月
）
「
ア
ジ
ア
有

機
農
業
連
携
活
動
推
進
協
議
会
」

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
の
主
な
活
動
は
『
有
機

農
業
先
進
地
視
察
』
や
『
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
修
生
の
受
入
』
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ム
ダ
の
有
機

農
業
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
坂

本
賢
治
さ
ん
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

マ
リ
ノ
村
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
帰

国
後
は
、
公
民
館
に
て
『
活
動
報

告
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
例
年
行
っ

て
い
る
有
機
農
業
先
進
地
視
察
や

講
演
会
、
前
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
農
業
協
力
者
派
遣
、
有
機
農
場

の
開
設
支
援
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

総
会
の
後
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
研
修

生
の
ホ
セ
リ
ト
・
ア
ン
デ
ィ
ン
・

タ
ン
バ
ロ
さ
ん
と
テ
ィ
ル
ソ
・
ア

デ
ィ
ヴ
ァ
・
マ
ル
テ
ィ
レ
ツ
さ
ん

の
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
の
様
子
を
お
聞
き
し
た
り
、

農
業
に
関
す
る
意
見
を
交
わ
し
た

り
と
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
二
人

は
11
月
始
め
ま
で
村
内
で
農
業
の

勉
強
を
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
見

か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
声
を
か

け
、
交
流
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　

６
月
30
日
（
月
）
「
特
産
品
開

発
研
究
会
」
の
総
会
が
創
生
セ
ン

タ
ー
３
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
度
の
活
動
報
告
や
26
年
度

の
事
業
計
画
を
協
議
し
ま
し
た
。

前
年
度
の
主
な
活
動
は
、
特
別
村

民
制
度
「
ふ
る
さ
と
小
包
」
の
発

送
や
、
先
進
地
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
と
同
じ
く
視

察
研
修
や
特
別
村
民
制
度
「
ふ
る

さ
と
小
包
」
の
発
送
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

各
加
工
生
産
団
体
の
取
組
や
意

見
を
交
換
す
る
貴
重
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
活
性
の
一
端
を
担

う
加
工
品
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　

６
月
７
日
（
土
）
、
岡
山
市
水

道
局
主
催
の
「
お
か
や
ま
水
道
フ

ェ
ア
」
が
岡
山
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
、
新
庄
村
の
子
ど
も
達
や
そ
の

保
護
者
な
ど
37
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

岡
山
市
水
道
局
は
、
水
道
水
の

元
と
な
る
旭
川
の
水
源
を
守
る
た

め
に
、
上
流
で
あ
る
新
庄
村
で
、

平
成
13
年
度
か
ら
広
葉
樹
の
植
栽

や
天
然
林
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
度
の
フ
ェ
ア
へ
の
参

加
も
岡
山
市
水
道
局
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
新
庄
村
の
住
民
を
ご
招
待

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場

内
に
は
消
防
車
や
救
急
車
・
水
道

局
の
給
水
車
等
の
働
く
車
コ
ー
ナ

ー
、
水
道
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
て
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
後
、
岡
山
城
の
見
学
や
岡

山
市
三
野
浄
水
場
内
に
あ
る
「
岡

山
市
水
道
記
念
館
」
を
訪
れ
、
が

い
せ
ん
桜
と
同
い
年
と
な
る
岡
山

市
の
水
道
の
古
い
歴
史
の
紹
介
や
、

水
を
使
っ
た
実
験
な
ど
、
普
段
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
水
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
フ
ェ
ア
参
加
に
あ
た
り
、

岡
山
市
水
道
局
職
員
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

竹
本
）

　

６
月
29
日
（
日
）
、
新
庄
村
自

然
保
護
連
絡
協
議
会
主
催
、
公
民

館
共
催
の
自
然
観
察
会
を
島
根
県

に
て
行
い
ま
し
た
。

　

吉
田
町
で
は
、
た
た
ら
製
鉄
の

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
鉄
の

歴
史
博
物
館
」
と
、
実
際
に
鍛
冶

の
様
子
が
見
学
で
き
る
「
た
た
ら

鍛
冶
工
房
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

た
た
ら
と
い
う
と
、
新
庄
村
で

も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
製
法
や
自
然

と
の
関
係
な
ど
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
自
然
の
恩
恵
を
受

け
る
生
業
で
あ
り
な
が
ら
、
山
を

削
り
砂
鉄
を
採
る
そ
の
製
法
か
ら

は
、
当
時
の
人
々
の
葛
藤
ま
で
が

伝
わ
る
よ
う
で
し
た
。

　

続
い
て
松
江
市
の
「
田
和
山
の

森
」
を
「
里
山
を
育
て
る
会
」
の

方
に
ガ
イ
ド
し
て
頂
き
な
が
ら
散

策
し
ま
し
た
。
見
学
コ
ー
ス
の

様
々
な
個
所
に
地
元
小
学
校
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、
そ

の
土
地
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
里

山
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

新
庄
村
の
歴
史
も
自
然
も
そ
の

土
地
の
人
々
が
長
く
大
切
に
し
て

き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

今
と
次
世
代
を
結
ぶ
取
り
組
み
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
公
民
館　

平
中
）



7
月
の
納
税

固
定
資
産
税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
2
期
）

（
2
期
）

（
2
期
）

（
1
期
）

納
期
限
　
7
月
31
日（
木
）
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《
戸
籍
の
動
き
》

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
26
年
６
月
５
日

　

前
田　

実
緒
（
大
典
・
真
希
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

８
月
14
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

８
月
28
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

８
月
14
日
（
木
）

　

花
火
大
会

　
　

午
後
８
時
〜
８
時
15
分

　

メ
ル
ヘ
ン
の
里
盆
踊
り
大
会　

　
　

午
後
８
時
15
分
〜
９
時
30
分

【
場
所
】

　

が
い
せ
ん
桜
通
り

【
通
行
止
め
】

　
　

午
後
７
時
〜
10
時

　
　

塚
原
さ
ん
宅
前
〜

　
　
　

佐
々
木
商
店
さ
ん
前
ま
で

【
当
日
雨
天
の
場
合
】

　

花
火
大
会
は
８
月
15
日
（
金
）

　

に
順
延
し
ま
す

　

盆
踊
り
大
会
は
中
止
し
ま
す　

【
盆
踊
り
練
習
日
】

　

８
月
９
日
（
土
）

　
　

〜
12
日
（
火
）

＊
盆
踊
り
の
輪
に
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
ジ
ュ
ー
ス
と
「
う
ち

わ
（
木
製
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
！

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

坂
本
）

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

８
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

８
月
13
日
、
８
月
24
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

年
金
相
談 平

成
26
年
６
月
受
付
分

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
里
づ
く
り

の
日
・
一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

村
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
日　

時

　

８
月
３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

○
場　

所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

○
内　

容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

　

く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

○
収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車

　

場
※

小
雨
決
行

※
中
止
の
場
合
は
告
知
放
送
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

※

空
き
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
は
洗
っ
て
下
さ
い
。

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
て
下
さ
い

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
下

　

さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　

付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
紙

　

袋
等
を
ご
利
用
下
さ
い
。　

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』の

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』の

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

露
店
等
の
開
設
届
出
と

消
火
器
の
設
置
義
務
に
つ
い
て

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」

     

登
記
無
料
相
談
会

陸・海・空
自
衛
官
募
集

　
　
　
防
衛
省

　 

夜
空
を
美
し
く
彩
る

花
火
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

○
募
集
種
目

　

▼
自
衛
官
候
補
生

○
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

　
　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

男
子　

年
間
を
通
じ
て

　

女
子　

８
月
１
日
〜
９
月
９
日

○
試
験
日

　

男
子　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

　
　
　
　

ま
す
。

　

女
子　

９
月
25
日
〜
29
日

（
た
だ
し
、
平
成
27
年
３
月
高
校

卒
業
予
定
者
ま
た
は
中
学
卒
業
予

定
者
の
た
め
の
試
験
は
、
原
則
と

し
て
平
成
26
年
９
月
16
日
以
降
に

実
施
し
ま
す
。
）

○
試
験
場

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
入
隊
時
期

　

男
子　

採
用
予
定
通
知
書
で
お

　
　
　
　

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

女
子　

平
成
27
年
３
月
下
旬
〜

　
　
　
　

４
月
上
旬
予
定

○
自
衛
官
採
用
募
集
説
明
会
に
つ

い
て

▼
募
集
説
明
種
目

・
航
空
学
生

・
一
般
曹
候
補
生

・
自
衛
官
候
補
生
等

　

自
衛
官
採
用
に
伴
う
募
集
説
明

会
を
７
月
26
日
（
土
）
勝
山
文
化

セ
ン
タ
ー　

午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
行
い
ま
す
。
当
日
ご
要
望
が

あ
れ
ば
他
の
種
目
も
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山

出
張
所
ま
で

℡
０
８
６
８
｜
２
２
｜
５
６
３
７

　

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
、
消

防
法
に
よ
り
、
多
数
の
者
が
集
合

す
る
催
し
で
対
象
火
気
器
具
等
を

使
用
す
る
場
合
は
、
露
店
等
の
開

設
届
出
と
消
火
器
の
準
備
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

○
届
出
対
象
と
な
る
催
し

　

一
時
的
に
一
定
場
所
に
不
特
定

多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
で
、
一

定
の
社
会
的
広
が
り
を
有
す
る
も

の
（
例
）
花
火
大
会
、
夏
・
秋
祭

り
、
運
動
会
等

○
届
出
対
象
と
な
ら
な
い
催
し

　

相
互
に
面
識
の
あ
る
者
が
集
ま

る
催
し
で
、
集
ま
る
者
の
範
囲
が

個
人
的
な
つ
な
が
り
に
留
ま
る
も

の
（
例
）
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
近
親

者
）
、
花
見
等

○
届
出
者

　

露
店
等
の
開
設
者
又
は
主
催
者
、

催
し
の
統
括
者
（
主
催
者
等
が
取

り
ま
と
め
て
届
出
）

○
届
出
先

　

「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」
を

開
設
日
の
４
日
前
ま
で
に
消
防
署

長
へ
提
出

○
消
火
器

　

露
店
主
等
が
Ａ

Ｂ
Ｃ
粉
末
10
型
又
は
同
等
の
能
力

の
も
の
を
準
備
（
特
例
あ
り
：
露

店
数
２
〜
３
で
共
同
し
て
準
備

可
）

※

届
出
は
不
要
で
も
消
火
器
が
必

　

要
な
場
合
あ
り

○
対
象
火
気
器
具
等

　

卓
上
型
コ
ン
ロ
、
移
動
式
ス
ト

ー
ブ
・
コ
ン
ロ
・
七
輪
、
焼
き
鳥

器
、
発
電
機
等

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

○
日
時

　

平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
１
階

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
室

○
相
談
内
容

  

土
地
家
屋
調
査
士
及
び
司
法
書

士
に
よ
る
次
の
登
記
相
談

土
地
文
筆
、
地
目
の
変
更
、
建
物

新
築
・
増
築
・
滅
失
等
の
表
示
登

記
、
不
動
産
の
相
続
、
売
買
、
贈

与
、
抵
当
権
、
地
上
権
等
の
権
利

登
記

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

津
山
支
部

　

（
支
部
長　

正
影
朋
義
）

　

℡
０
８
６
８（
２
２
）５
０
７
３

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　マザーズコーナーでは、20歳未満の子どもを育ててい
る求職者の方や、結婚し将来に向けて、子育て中でも継続
して働ける職場を求めている方の就職支援を行っています。

〈子ども連れでも利用しやすい施設設備〉
キッズスペース・・・相談中お子さんが安心して遊べる
スペース
相談ブース・・・ベビーチェアを用意。ベビーカーも置
け、ゆったり相談
求人検索・・・種別別にファイリングしているのでお子
さんのそばで閲覧
窓口では子育て中でも働きやすい求人を案内
座って検索できるシステムを２台設置
※おむつ交換台・授乳スペースもあります。

〈予約制による相談〉
 育児中で時間の限られた方のために、予約制での相談も
行っています。
 事前のお電話で優先してお受けします。

〈担当制による相談〉　
　早期就職を目指し、マンツーマンの積極的な就職支援
を行っています。
 生活スタイルに合った希望条件の見直しや、電話による
求人情報の提供、面接支援、書類の作成などの一貫した
支援等を行っています。

〈就職支援セミナーの開催〉
　５名程度の少人数でのセミナーを開催しています。履
歴書の書き方や、面接時のポイント、参加者との意見交
換もあります。

【参加対象者】
・子育て中の為、長期未就職の方
・不採用が続いている方
・出産後、就職活動が初めてとなる方
・履歴書の書き方・面接について不安のある方

〈利用時間〉
　平日、８時30分から17時まで
　（土日祝はお休みです）

【問い合わせ先】
　ハローワーク津山
　　　　　マザーズコーナー
　　☎（０８６８）３５－２６７３

子育てをしながら再就職を希望するお父さん・お母さんへ

ハローワーク津山
マザーズコーナーのごあんない

ハローワーク津山
マザーズコーナーのごあんない

～～～～～～～～～



7
月
の
納
税

固
定
資
産
税

国
　  

保  

　
税

介 

護 

保 

険 

料

後
期
高
齢
者
保
険
料

（
2
期
）

（
2
期
）

（
2
期
）

（
1
期
）

納
期
限
　
7
月
31
日（
木
）

（8）平成26年7月18日発行第389号 広 報 新 庄（9）平成26年7月18日発行 第389号広 報 新 庄

《
戸
籍
の
動
き
》

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
26
年
６
月
５
日

　

前
田　

実
緒
（
大
典
・
真
希
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時

　

８
月
14
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

８
月
28
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
31
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

８
月
14
日
（
木
）

　

花
火
大
会

　
　

午
後
８
時
〜
８
時
15
分

　

メ
ル
ヘ
ン
の
里
盆
踊
り
大
会　

　
　

午
後
８
時
15
分
〜
９
時
30
分

【
場
所
】

　

が
い
せ
ん
桜
通
り

【
通
行
止
め
】

　
　

午
後
７
時
〜
10
時

　
　

塚
原
さ
ん
宅
前
〜

　
　
　

佐
々
木
商
店
さ
ん
前
ま
で

【
当
日
雨
天
の
場
合
】

　

花
火
大
会
は
８
月
15
日
（
金
）

　

に
順
延
し
ま
す

　

盆
踊
り
大
会
は
中
止
し
ま
す　

【
盆
踊
り
練
習
日
】

　

８
月
９
日
（
土
）

　
　

〜
12
日
（
火
）

＊
盆
踊
り
の
輪
に
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
ジ
ュ
ー
ス
と
「
う
ち

わ
（
木
製
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
！

　
　
　

（
教
育
委
員
会　

坂
本
）

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

８
月
の
登
記
相
談
日
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

○
相
談
日
（
第
２
、
４
水
曜
日
）

　

８
月
13
日
、
８
月
24
日

○
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

○
相
談
場
所

　

真
庭
市
役
所
１
階
相
談
室

○
担
当
者

　

司
法
書
士

登
記
相
談

年
金
相
談 平

成
26
年
６
月
受
付
分

　

美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
里
づ
く
り

の
日
・
一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

村
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
日　

時

　

８
月
３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

○
場　

所

　

村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

○
内　

容　

　

空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

　

く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

○
収
集
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車

　

場

※

小
雨
決
行

※

中
止
の
場
合
は
告
知
放
送
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

※

空
き
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　

ル
は
洗
っ
て
下
さ
い
。

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
て
下
さ
い

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
下

　

さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　

付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
紙

　

袋
等
を
ご
利
用
下
さ
い
。　

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』の

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』の

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

露
店
等
の
開
設
届
出
と

消
火
器
の
設
置
義
務
に
つ
い
て

「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」

     

登
記
無
料
相
談
会

陸・海・空
自
衛
官
募
集

　
　
　
防
衛
省

　 

夜
空
を
美
し
く
彩
る

花
火
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

○
募
集
種
目

　

▼
自
衛
官
候
補
生

○
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

　
　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

男
子　

年
間
を
通
じ
て

　

女
子　

８
月
１
日
〜
９
月
９
日

○
試
験
日

　

男
子　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

　
　
　
　

ま
す
。

　

女
子　

９
月
25
日
〜
29
日

（
た
だ
し
、
平
成
27
年
３
月
高
校

卒
業
予
定
者
ま
た
は
中
学
卒
業
予

定
者
の
た
め
の
試
験
は
、
原
則
と

し
て
平
成
26
年
９
月
16
日
以
降
に

実
施
し
ま
す
。
）

○
試
験
場

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
入
隊
時
期

　

男
子　

採
用
予
定
通
知
書
で
お

　
　
　
　

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

女
子　

平
成
27
年
３
月
下
旬
〜

　
　
　
　

４
月
上
旬
予
定

○
自
衛
官
採
用
募
集
説
明
会
に
つ

い
て

▼
募
集
説
明
種
目

・
航
空
学
生

・
一
般
曹
候
補
生

・
自
衛
官
候
補
生
等

　

自
衛
官
採
用
に
伴
う
募
集
説
明

会
を
７
月
26
日
（
土
）
勝
山
文
化

セ
ン
タ
ー　

午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
行
い
ま
す
。
当
日
ご
要
望
が

あ
れ
ば
他
の
種
目
も
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山

出
張
所
ま
で

℡
０
８
６
８
｜
２
２
｜
５
６
３
７

　

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
、
消

防
法
に
よ
り
、
多
数
の
者
が
集
合

す
る
催
し
で
対
象
火
気
器
具
等
を

使
用
す
る
場
合
は
、
露
店
等
の
開

設
届
出
と
消
火
器
の
準
備
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

○
届
出
対
象
と
な
る
催
し

　

一
時
的
に
一
定
場
所
に
不
特
定

多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
で
、
一

定
の
社
会
的
広
が
り
を
有
す
る
も

の
（
例
）
花
火
大
会
、
夏
・
秋
祭

り
、
運
動
会
等

○
届
出
対
象
と
な
ら
な
い
催
し

　

相
互
に
面
識
の
あ
る
者
が
集
ま

る
催
し
で
、
集
ま
る
者
の
範
囲
が

個
人
的
な
つ
な
が
り
に
留
ま
る
も

の
（
例
）
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
近
親

者
）
、
花
見
等

○
届
出
者

　

露
店
等
の
開
設
者
又
は
主
催
者
、

催
し
の
統
括
者
（
主
催
者
等
が
取

り
ま
と
め
て
届
出
）

○
届
出
先

　

「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」
を

開
設
日
の
４
日
前
ま
で
に
消
防
署

長
へ
提
出

○
消
火
器

　

露
店
主
等
が
Ａ

Ｂ
Ｃ
粉
末
10
型
又
は
同
等
の
能
力

の
も
の
を
準
備
（
特
例
あ
り
：
露

店
数
２
〜
３
で
共
同
し
て
準
備

可
）

※

届
出
は
不
要
で
も
消
火
器
が
必

　

要
な
場
合
あ
り

○
対
象
火
気
器
具
等

　

卓
上
型
コ
ン
ロ
、
移
動
式
ス
ト

ー
ブ
・
コ
ン
ロ
・
七
輪
、
焼
き
鳥

器
、
発
電
機
等

　
　
　

（
総
務
企
画
課　

藤
井
）

○
日
時

　

平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
１
階

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
室

○
相
談
内
容

  

土
地
家
屋
調
査
士
及
び
司
法
書

士
に
よ
る
次
の
登
記
相
談

土
地
文
筆
、
地
目
の
変
更
、
建
物

新
築
・
増
築
・
滅
失
等
の
表
示
登

記
、
不
動
産
の
相
続
、
売
買
、
贈

与
、
抵
当
権
、
地
上
権
等
の
権
利

登
記

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

津
山
支
部

　

（
支
部
長　

正
影
朋
義
）

　

℡
０
８
６
８（
２
２
）５
０
７
３

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　マザーズコーナーでは、20歳未満の子どもを育ててい
る求職者の方や、結婚し将来に向けて、子育て中でも継続
して働ける職場を求めている方の就職支援を行っています。

〈子ども連れでも利用しやすい施設設備〉
キッズスペース・・・相談中お子さんが安心して遊べる
スペース
相談ブース・・・ベビーチェアを用意。ベビーカーも置
け、ゆったり相談
求人検索・・・種別別にファイリングしているのでお子
さんのそばで閲覧
窓口では子育て中でも働きやすい求人を案内
座って検索できるシステムを２台設置
※おむつ交換台・授乳スペースもあります。

〈予約制による相談〉
 育児中で時間の限られた方のために、予約制での相談も
行っています。
 事前のお電話で優先してお受けします。

〈担当制による相談〉　
　早期就職を目指し、マンツーマンの積極的な就職支援
を行っています。
 生活スタイルに合った希望条件の見直しや、電話による
求人情報の提供、面接支援、書類の作成などの一貫した
支援等を行っています。

〈就職支援セミナーの開催〉
　５名程度の少人数でのセミナーを開催しています。履
歴書の書き方や、面接時のポイント、参加者との意見交
換もあります。

【参加対象者】
・子育て中の為、長期未就職の方
・不採用が続いている方
・出産後、就職活動が初めてとなる方
・履歴書の書き方・面接について不安のある方

〈利用時間〉
　平日、８時30分から17時まで
　（土日祝はお休みです）

【問い合わせ先】
　ハローワーク津山
　　　　　マザーズコーナー
　　☎（０８６８）３５－２６７３

子育てをしながら再就職を希望するお父さん・お母さんへ

ハローワーク津山
マザーズコーナーのごあんない

ハローワーク津山
マザーズコーナーのごあんない

～～～～～～～～～
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6
月
の
活
動
状
況

（10）平成26年7月18日発行第389号 広 報 新 庄（11）平成26年7月18日発行 第389号広 報 新 庄

　

６
月
30
日
、
平
成
26
年
度
総
会

を
開
催
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
及
び
26
年
度
の
事
業

計
画
案
・
予
算
案
を
議
案
通
り
可

決
し
、
引
き
続
き
任
期
満
了
に
伴

い
役
員
改
選
を
行
い
、
次
の
方
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

会　

長　
　

金
盛
弘
充　

　

副
会
長　
　

稲
田
治
司

　

理　

事　
　

西
尾
昭
子

　
　

〃　
　
　

柴
田　

勉

　

監　

事　
　

瀬
藤
美
年

　
　

〃      　

岩
本
凱
雄

　

暑
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
水

分
摂
取
を
心
が
け
、
熱
中
症
・
脱

水
症
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
よ

り
活
動
助
成
金
が
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
連
合
会
に
お

け
る
皆
様
の
事
業
に
活
用
い
た
し

ま
す
。

　

７
日　

ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
　

（
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
）

　
　
　
　

（
女
性
部
／
５
名
）

　

７
日　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
（
草
取
り
及
び
花
苗
植
）

　
　
　
　

（
女
性
部
／
５
名
）

　

19
日　

第
一
回
奉
仕
作
業

　
　
　
　

（
81
名
）

　

女
性
部
は
毎
年
保
育
園
児
と
の

交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
最
初
の
交
流
と
し
て
、

６
月
６
日
、
保
育
園
児
と
共
に
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
７

日
に
延
期
と
な
り
、
子
供
た
ち
と

の
交
流
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
収
穫
の
秋
に
保
育
園

児
と
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
、
１

本
１
本
丁
寧
に
苗
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
を
終
え
、

同
日
多
目
的
施
設
前
花
壇
に
て
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秋
か
ら
手
入
れ
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
花
壇
の
草
を
取
り
、
色
鮮

や
か
な
花
苗
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　

６
月
19
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
今
年
度
第
１
回
目
の

奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

総
勢
81
名
と
い
う
多
く
の
方
が

ご
参
加
下
さ
り
、
草
刈
り
・
草
取

り
・
庭
木
の
剪
定
な
ど
、
普
段
行

き
届
か
な
い
ふ
れ
あ
い
公
園
の
美

化
清
掃
作
業
を
行
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
社
協

が
役
場
か
ら
施
設
管
理
の
委
託
を

受
け
て
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
実
施
さ
れ
る
老
連
主
催
の

奉
仕
作
業
に
は
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
セ
ン
タ
ー
総
会
開
催

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

お
礼

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

村
内
無
料
電
話

　
　

３―

３
１
０
６

　

６
月
20
日
、
新
庄
小
学
校
３
〜

６
年
生
児
童
は
、
岡
山
県
立
博
物

館
主
催
「
吉
備
の
国
ジ
ュ
ニ
ア
歴

史
ス
ク
ー
ル
（
江
戸
時
代
の
教
育

　

閑
谷
学
校
体
験
コ
ー
ス
）
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

閑
谷
学
校
は
、
岡
山
藩
が
つ
く

っ
た
庶
民
の
た
め
の
学
校
で
、
講

堂
が
国
宝
、
そ
の
他
の
ほ
と
ん
ど

の
建
造
物
も
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

見
学
し
て
か
ら
い
よ
い
よ
「
講
堂

学
習
」
で
す
。
当
時
の
よ
う
に
、

床
に
正
座
し
て
、
「
論
語
」
を
読

み
ま
し
た
。
約
30
分
間
、
み
ん
な

姿
勢
良
く
大
き
な
声
で
音
読
が
で

き
、
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
、
き
ち
ん
と
並

ん
で
床
を
掃
い
た
り
拭
い
た
り
し

て
、
学
習
が
終
わ
り
ま
し
た
。
本

物
の
文
化
財
に
触
れ
、
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。

 

子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら

○
円
座
を
持
っ
て
講
堂
に
入
る
と

　

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

　

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

○
論
語
を
読
む
時
、
足
が
し
び
れ

　

ま
し
た
。
大
き
な
声
に
自
分
自

　

身
が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

○
昔
の
人
は
３
時
間
も
正
座
し
て

　

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
論
語
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
て

　

よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

（
新
庄
小
学
校　

畦
崎
）

　

６
月
11
日
（
水
）
か
ら
13

（
金
）
に
、
３
年
生
が
沖
縄
へ
修

学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
本
島
南
部
で
平
和
学
習
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
祈
念
公
園
、

糸
数
壕
を
回
り
、
沖
縄
戦
当
時
の

話
を
聞
き
、
今
も
残
る
戦
争
の
傷

跡
を
見
学
。
自
分
た
ち
と
同
じ
く

ら
い
の
年
で
亡
く
な
っ
た
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
の
実
態
に
触
れ
、
「
二

度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け
な

い
」
と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
本
島
中
部
か
ら
北
部

で
の
体
験
・
見
学
。
ま
ず
は
、
エ

イ
サ
ー
の
体
験
。
パ
ー
ラ
ン
ク
ー

を
た
た
き
、
掛
け
声
を
か
け
な
が

ら
踊
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
美
ら

海
水
族
館
へ
。
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や

マ
ン
タ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

夜
は
三
線
の
体
験
。
簡
単
な
曲
が

弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
ゆ
い
レ
ー
ル
も
使

い
、
班
別
行
動
。
世
界
遺
産
の
首

里
城
の
見
学
、
国
際
通
り
で
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
修
学
旅
行
で
、
沖
縄
の
過

去
の
歴
史
や
戦
争
、
米
軍
基
地
の

問
題
を
学
び
、
現
在
の
沖
縄
の
自

然
や
文
化
、
料
理
な
ど
を
五
感
で

た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

（
新
庄
中
学
校　

穐
山
）

　

６
月
８
日
（
日
）
、
白
梅
総
合

体
育
館
で
真
庭
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
３
名
と
保
護
者

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
を
ト
ッ
プ
の
成
績

で
勝
ち
上
が
り
、
迎
え
た
美
甘
チ

ー
ム
と
の
決
勝
戦
。
１
セ
ッ
ト
は

３
対
15
の
好
成
績
で
し
た
が
、
２

セ
ッ
ト
目
は
デ
ュ
ー
ス
に
も
つ
れ

込
む
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。
一
球

に
思
い
を
込
め
た
プ
レ
ー
で
、
17

対
15
で
新
庄
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
の
大
会
で
惜
し
く
も

３
位
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
応

援
に
来
て
く
れ
て
い
た
昨
年
度
キ

ャ
プ
テ
ン
の
目
に
も
涙
が
浮
か
び

ま
し
た
。
み
ん
な
の
頑
張
り
が
昨

年
の
悔
し
涙
を
嬉
し
涙
に
変
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

バ
ト
ン
が
し
っ
か
り
と
受
け
渡
さ

れ
、
そ
れ
に
応
え
て
練
習
以
上
の

力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ブ
員

の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
皆
様
、
参
加
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
22
日
（
日
）
に
蒜
山
高
原

ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に
て

行
わ
れ
た
、
第
45
回
夏
季
真
庭
サ

ッ
カ
ー
大
会
高
学
年
の
部
に
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
員
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

朝
か
ら
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド
状
態

が
大
変
悪
く
、
そ
の
影
響
で
練
習

し
て
き
た
ボ
ー
ル
運
び
も
難
し
い

状
況
で
し
た
が
、
初
戦
の
久
世
チ

ー
ム
に
対
し
て
、
前
方
へ
の
パ
ス

が
何
度
も
通
り
、
４
対
１
で
快
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
く
２
試
合
目
の
北
房
チ
ー
ム

と
の
試
合
も
新
庄
チ
ー
ム
は
何
度

も
相
手
ゴ
ー
ル
を
攻
め
ま
し
た
が
、

１
対
２
で
惜
し
く
も
敗
戦
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

閑
谷
学
校
講
堂
学
習

真
庭
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

     

ボ
ー
ル
大
会
に
参
加

第
４５
回
夏
季
真
庭

          

サ
ッ
カ
ー
大
会

中
学
校
だ
よ
り

中
学
校
だ
よ
り

小
学
校
だ
よ
り

小
学
校
だ
よ
り

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

め
ん
そ
ー
れ
ー
沖
縄

 

〜
３
年
生　

修
学
旅
行
〜

　

し
か
し
、
最
後
の
ホ
イ
ッ
ス
ル

が
鳴
る
ま
で
諦
め
ず
、
果
敢
に
ゴ

ー
ル
を
狙
う
姿
に
、
こ
れ
か
ら
の

さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
ま
す
。

　

指
導
者
の
皆
様
に
は
、
朝
か
ら

の
会
場
準
備
、
熱
心
な
ご
指
導
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
昼
食
の
準

備
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
公
民
館　
　

平
中
）
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6
月
の
活
動
状
況

（10）平成26年7月18日発行第389号 広 報 新 庄（11）平成26年7月18日発行 第389号広 報 新 庄

　

６
月
30
日
、
平
成
26
年
度
総
会

を
開
催
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
及
び
26
年
度
の
事
業

計
画
案
・
予
算
案
を
議
案
通
り
可

決
し
、
引
き
続
き
任
期
満
了
に
伴

い
役
員
改
選
を
行
い
、
次
の
方
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

会　

長　
　

金
盛
弘
充　

　

副
会
長　
　

稲
田
治
司

　

理　

事　
　

西
尾
昭
子

　
　

〃　
　
　

柴
田　

勉

　

監　

事　
　

瀬
藤
美
年

　
　

〃      　

岩
本
凱
雄

　

暑
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
水

分
摂
取
を
心
が
け
、
熱
中
症
・
脱

水
症
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
よ

り
活
動
助
成
金
が
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
連
合
会
に
お

け
る
皆
様
の
事
業
に
活
用
い
た
し

ま
す
。

　

７
日　

ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
　

（
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
）

　
　
　
　

（
女
性
部
／
５
名
）

　

７
日　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
（
草
取
り
及
び
花
苗
植
）

　
　
　
　

（
女
性
部
／
５
名
）

　

19
日　

第
一
回
奉
仕
作
業

　
　
　
　

（
81
名
）

　

女
性
部
は
毎
年
保
育
園
児
と
の

交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
最
初
の
交
流
と
し
て
、

６
月
６
日
、
保
育
園
児
と
共
に
サ

ツ
マ
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モ
の
苗
植
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
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に
く
の
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で
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延
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と
な
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、
子
供
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ち
と

の
交
流
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と
な
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ま
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が
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収
穫
の
秋
に
保
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児
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の
を
楽
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み
に
、
１

本
１
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丁
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に
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が
植
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ら
れ
ま

し
た
。

　

サ
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モ
の
苗
植
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終
え
、
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目
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設
前
花
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に
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運
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実
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。

　

秋
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手
入
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が
で
き
て
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な

か
っ
た
花
壇
の
草
を
取
り
、
色
鮮

や
か
な
花
苗
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　

６
月
19
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
今
年
度
第
１
回
目
の

奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

総
勢
81
名
と
い
う
多
く
の
方
が

ご
参
加
下
さ
り
、
草
刈
り
・
草
取

り
・
庭
木
の
剪
定
な
ど
、
普
段
行

き
届
か
な
い
ふ
れ
あ
い
公
園
の
美

化
清
掃
作
業
を
行
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
社
協

が
役
場
か
ら
施
設
管
理
の
委
託
を

受
け
て
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
実
施
さ
れ
る
老
連
主
催
の

奉
仕
作
業
に
は
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
セ
ン
タ
ー
総
会
開
催

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

お
礼

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

村
内
無
料
電
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０
６
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月
20
日
、
新
庄
小
学
校
３
〜

６
年
生
児
童
は
、
岡
山
県
立
博
物

館
主
催
「
吉
備
の
国
ジ
ュ
ニ
ア
歴

史
ス
ク
ー
ル
（
江
戸
時
代
の
教
育

　

閑
谷
学
校
体
験
コ
ー
ス
）
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

閑
谷
学
校
は
、
岡
山
藩
が
つ
く

っ
た
庶
民
の
た
め
の
学
校
で
、
講

堂
が
国
宝
、
そ
の
他
の
ほ
と
ん
ど

の
建
造
物
も
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

見
学
し
て
か
ら
い
よ
い
よ
「
講
堂

学
習
」
で
す
。
当
時
の
よ
う
に
、

床
に
正
座
し
て
、
「
論
語
」
を
読

み
ま
し
た
。
約
30
分
間
、
み
ん
な

姿
勢
良
く
大
き
な
声
で
音
読
が
で

き
、
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
、
き
ち
ん
と
並

ん
で
床
を
掃
い
た
り
拭
い
た
り
し

て
、
学
習
が
終
わ
り
ま
し
た
。
本

物
の
文
化
財
に
触
れ
、
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。

 

子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら

○
円
座
を
持
っ
て
講
堂
に
入
る
と

　

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

　

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

○
論
語
を
読
む
時
、
足
が
し
び
れ

　

ま
し
た
。
大
き
な
声
に
自
分
自

　

身
が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

○
昔
の
人
は
３
時
間
も
正
座
し
て

　

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
論
語
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
て

　

よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　

（
新
庄
小
学
校　

畦
崎
）

　

６
月
11
日
（
水
）
か
ら
13

（
金
）
に
、
３
年
生
が
沖
縄
へ
修

学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
本
島
南
部
で
平
和
学
習
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
祈
念
公
園
、

糸
数
壕
を
回
り
、
沖
縄
戦
当
時
の

話
を
聞
き
、
今
も
残
る
戦
争
の
傷

跡
を
見
学
。
自
分
た
ち
と
同
じ
く

ら
い
の
年
で
亡
く
な
っ
た
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
の
実
態
に
触
れ
、
「
二

度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け
な

い
」
と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
本
島
中
部
か
ら
北
部

で
の
体
験
・
見
学
。
ま
ず
は
、
エ

イ
サ
ー
の
体
験
。
パ
ー
ラ
ン
ク
ー

を
た
た
き
、
掛
け
声
を
か
け
な
が

ら
踊
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
美
ら

海
水
族
館
へ
。
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や

マ
ン
タ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

夜
は
三
線
の
体
験
。
簡
単
な
曲
が

弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
ゆ
い
レ
ー
ル
も
使

い
、
班
別
行
動
。
世
界
遺
産
の
首

里
城
の
見
学
、
国
際
通
り
で
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
修
学
旅
行
で
、
沖
縄
の
過

去
の
歴
史
や
戦
争
、
米
軍
基
地
の

問
題
を
学
び
、
現
在
の
沖
縄
の
自

然
や
文
化
、
料
理
な
ど
を
五
感
で

た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

（
新
庄
中
学
校　

穐
山
）

　

６
月
８
日
（
日
）
、
白
梅
総
合

体
育
館
で
真
庭
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
３
名
と
保
護
者

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
を
ト
ッ
プ
の
成
績

で
勝
ち
上
が
り
、
迎
え
た
美
甘
チ

ー
ム
と
の
決
勝
戦
。
１
セ
ッ
ト
は

３
対
15
の
好
成
績
で
し
た
が
、
２

セ
ッ
ト
目
は
デ
ュ
ー
ス
に
も
つ
れ

込
む
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。
一
球

に
思
い
を
込
め
た
プ
レ
ー
で
、
17

対
15
で
新
庄
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
の
大
会
で
惜
し
く
も

３
位
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
応

援
に
来
て
く
れ
て
い
た
昨
年
度
キ

ャ
プ
テ
ン
の
目
に
も
涙
が
浮
か
び

ま
し
た
。
み
ん
な
の
頑
張
り
が
昨

年
の
悔
し
涙
を
嬉
し
涙
に
変
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

バ
ト
ン
が
し
っ
か
り
と
受
け
渡
さ

れ
、
そ
れ
に
応
え
て
練
習
以
上
の

力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ブ
員

の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
皆
様
、
参
加
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
22
日
（
日
）
に
蒜
山
高
原

ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に
て

行
わ
れ
た
、
第
45
回
夏
季
真
庭
サ

ッ
カ
ー
大
会
高
学
年
の
部
に
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
員
11
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

朝
か
ら
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド
状
態

が
大
変
悪
く
、
そ
の
影
響
で
練
習

し
て
き
た
ボ
ー
ル
運
び
も
難
し
い

状
況
で
し
た
が
、
初
戦
の
久
世
チ

ー
ム
に
対
し
て
、
前
方
へ
の
パ
ス

が
何
度
も
通
り
、
４
対
１
で
快
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
く
２
試
合
目
の
北
房
チ
ー
ム

と
の
試
合
も
新
庄
チ
ー
ム
は
何
度

も
相
手
ゴ
ー
ル
を
攻
め
ま
し
た
が
、

１
対
２
で
惜
し
く
も
敗
戦
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

閑
谷
学
校
講
堂
学
習

真
庭
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

     

ボ
ー
ル
大
会
に
参
加

第
４５
回
夏
季
真
庭

          

サ
ッ
カ
ー
大
会

中
学
校
だ
よ
り

中
学
校
だ
よ
り

小
学
校
だ
よ
り

小
学
校
だ
よ
り

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

め
ん
そ
ー
れ
ー
沖
縄

 

〜
３
年
生　

修
学
旅
行
〜

　

し
か
し
、
最
後
の
ホ
イ
ッ
ス
ル

が
鳴
る
ま
で
諦
め
ず
、
果
敢
に
ゴ

ー
ル
を
狙
う
姿
に
、
こ
れ
か
ら
の

さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
ま
す
。

　

指
導
者
の
皆
様
に
は
、
朝
か
ら

の
会
場
準
備
、
熱
心
な
ご
指
導
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
昼
食
の
準

備
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
公
民
館　
　

平
中
）



再生紙を使用しています

（12）平成26年7月18日発行第389号 広 報 新 庄

新庄村有機農業サポートセンター設立
　6月23日、議会、農業関係機関・団体等関係者にご臨席いただき、新庄村有機農業サポートセンターの
開所式を行いました。これは、休館していた、野土路地内の「あじわいの宿　新庄」通称「山の駅」を新
たに有機農業サポートセンターとして、新庄村の農業振興に役立てようとするものです。
　新庄村は旭川の源流の地、豊かな自然に恵まれ、美味しくきれいな水と空気にあふれています。
野菜は根から水を吸い上げ成長します。新庄村の野菜はきれいでおいしい水を吸い上げ、その水分を体全
体に行き渡らせ成長しています。
　これから村民の皆様の野菜栽培に協力できることがあればしてまいります。また、経験豊かな皆様から
教えていただきたいと思います。
　二人三脚で新庄村の野菜栽培を前進させていきましょう。よろしくお願いいたします。

村長　笹野　寛　

　子どもたちの水あそびや砂あそびの歓声が聞こえ
る時季になりました。この歓声が・笑顔がこれから
もたくさん見えますようにと祈りながら６月の様子
をお届けします。

◎アヒルの放鳥  （６月２日）
　ＡＭＤＡ（アムダ）野土路農場にアヒルの放鳥に
行きました。アヒルは、田んぼに入ると早速泳ぎ回
り、嘴であちこち突っつきます。「あれは、稲の株
についている虫や、土の中の虫を食べているんだよ。
アヒルの糞は、お米の栄養になるんだよ。」と稲田
泰男農場長から、安全でおいしいお米を作る工夫を
教えて頂きました。
　また、フィリピンからの研修生とあいさつをした
り、「新庄田植え歌」に合わせて田植えをする様子
を見学したりと文化的な交流もできました。

◎虫歯予防教室（６月１９日）
　今年も  すくすく相談に参加されている未就園の
お友だちと一緒に「歯みがき教室」に参加しました。
新庄村歯科診療所
の金盛先生を中心
としたスタッフの
みなさんにお世話
になりました。
「お砂糖どれだけ
入っているかなク

保育所だより

心も、体も、みぃーんな、
　　　　大きくなぁれ!!
心も、体も、みぃーんな、
　　　　大きくなぁれ!!
心も、体も、みぃーんな、
　　　　大きくなぁれ!!

イズ」に続いて、歯を守るための大切なお話を聞き、
①ジュースは止めてお茶にする。②お菓子のだらだ
ら食べは止める。③歯磨き粉をつけて磨こう！の３
つのお約束をしました。その後、年齢別に分かれて
ブラッシング指導を受け、「歯を守ってね！」と歯
ブラシをもらいました。また、「お家では仕上げ磨
きをしてもらいましょう！」とのアドバイスもあり
ました。この教室をきっかけに、虫歯予防について
お話をしたご家庭もあるようです。

〈 参加者の感想 〉
○夜ご飯のデザート
を食べた後「お茶
を飲まないと！」
と言っていて、食
べ終わると「早
く！歯をみがい
て！」と言われま
した。いつもより丁寧に磨いてあげましたが、親も
子も今日だけではなく、この気持ちをずっと継続さ
せることが大切だなぁと思いました。

○歯みがき指導は、楽しかったようで「ゴシゴシみが
かんといけんのんで！」と話していました。私がう
っかり忘れていても、「歯磨き、まだしてない
で！」と教えてくれることがあるので、しっかり歯
磨き習慣をつけ、虫歯を作らないよう気をつけたい
と思います。

○「虫歯予防教室」に参加させていただきました。虫
歯から子供たちを守るぞ！と再び強く思うことがで
きた時間でした。

（保育所　三鴨）


